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これまでの液状化対策工がもっ課題をトータルに解決する
大容量・急速施工の液状化対策注入工法

近年、地震による液状化対策として、さまざまな地盤改良工法が適用されています。

しかし、従来の地盤改良工法では大型の施工機械を必要とし、

施工にともなう振動・騒音や地盤変位が発生していたため、

既設構造物の周辺や直下には十分に対応できないという問題がありました。

そこで日特建設は、高速・広範囲に注入材を吐出できる特殊な注入管によって、

既設構造物に影響を与えることなく、スピーディに地盤を改良する

液状化対策注入工法「エキスパッカーN工法」を開発。
の効率的な浸透注入による急速改良を実現しています。

大型改良体怒
スピーディに造成

低圧力の注入内管(トリプルパッ

力)により、直径約3mの大型
改良体を高速で造成します。

既存施設を
稼働しながらの
施工が可能

浸透性の高い恒久グラウ卜を

注入することにより、既存施設

の直下・周辺でも建物に影響を

与えるととなく施工できます。

高効率な施工で
工期を短縮

広範囲な地盤をスピーデ‘ィに

浸透注入させて経済的な施工

を実現します。

確実な浸透源を確保

ソイルパッ力と子嘩崩壊防止マッ

ト(ジ‘オフィjレタ-N)の効果によっ

て柱状空聞を確保し、均一な注

入を確実に実施します。

回実証実験 l 

施工断面図

工キスパッ力-N工法による薬液の浸透状況と改良効果を確認するために野外試験を実施しました。

注入箇所を掘削し、注入材の浸透状況および固結体の形状確認を実施した結果、直径五~2.5-----

3.0mの範囲に注入材が土粒子聞にくまなく浸透していることが確認されました。さうに、改良体の

サンプリングを実施し、一軸臣縮強さを確認したととろ、平均128kN/m2を示しており、液状化防止

工事などへの適用を考えれば、十分耐え得る強度を確保できている乙とが確認できました。

l 11新設ボックスカルパート下の液状化防止 I 

区間延長265mの新設ボックス力ルパート下の液状化防止

を目的とした工事を実施しました。

施工断面図

土質柱状図

|口既設タンク下の液制抑止 | 

施工断面図

土質柱状図

低厄主入のため、タンク本体・

周辺地盤への影響はありま

せんでした。



特殊な専用注入管

注入外管はジオフィルターN(孔壁崩壊防止マット)とジ

オパックを装着した特殊な外管(エキス)¥ツ力チューブ，')

を使用し、注入内管には特殊なトリプルパッ力ーを装

着した専用注入内管を使用します。
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法の原
工キスパッ力-N工法が採用している「柱状浸透注入工

法」とは、注入管に間隔をあけて取り付けられたジオパッ

ク(袋体)間の牲状空聞から注入者行うものです。との

技術は、よ下のソイルパッ力管の注入管周りにジ、オフィ

ルタ-Nを装着し、孔壁の崩壊を防止するほか、柱状浸

透空間在確保し、均一な注入を確実に実施するととを

特徴とするものです。
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地盤内lζ直径φ2~

3m程度の改良体
を造成します。

施工完了

専用注入内管を挿

入し、所定の注入パ
ルプ、lこセットした後、
注入材を注入します。

注入時の圧力や速

度の監視は流量圧

力測定装置を使用

して行います。

恒久グラウト
注入

※ソイルパッ力
ソイルパッ力とは、注入管周囲に取り付けた透水性袋体(ジオパック、)Iこグラウトを
圧入し、袋体を膨張させて形成するものです。削孔径よりも大きな土中パッ力体(ソ

イルパッ力)を形成することにより、グラウトのリークを防ぐとともに、ソイルパッ力

閏にジオフィルターで孔壁を保護した大きな浸透源を確保します。

注入内管を挿入し、

注入孔の上下に専

用充填材(ジオバッ

グクラウト)を注入し、

ジオパックを膨うま

せます。これは注入

材が削孔壁に沿っ

て注入予定範囲外

へ逸走するのを防

ぐために実施する

ものです。

ソイル)(ッ力
の形成

ケーシンク、内に注入

外管を継ぎ足しな

がら建込んだ後、

ケーシングを引き

抜きます。注入外管

には、所定の間隔で

ジオフィjレタ-NIこよっ

て保護した注入パル

プ(柱状浸透材)を設

け、その上下にはジ

オパック、を装着して

います。

注入外管
建込み

ロータリーjてー力ッ

ション式ポーりング

マシンを使用し、ケー
シンク‘削孔(φ120

mm)を行います。

施工手順

ポーリング

ケ
ー
シ
ン
グ

配合試験結果およ

び原地盤p-q試験

結果かう適切な注

入仕様を設定

注入仕様の
設定

有効注入圧力と吐

出量の関係を把握
.均質な改良を目的

とした適切な注入

速度を決定

原地盤
p-q試験

目標強度と薬液濃

度の関係を把握

土中ゲルタイムと

反応剤添加量の関

係を分析・調整

・薬液の配合を決定

配合試験

施工実施までの流れ

土質性状の把握お

よび適用性の検討

配合試験用試料
採取

補足土質
調査

浸透注入国結体作成

設計基準強度の

算定

注入諸元(注入率、

注入速度、改良径、

注入孔配置)の決定




